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1
EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行

EPMのベスト・プラクティスは、CoE (センター・オブ・エクセレンス)を作成することです。
EPM CoEは、導入およびベスト・プラクティスを確実にするための統合された取組みです。
パフォーマンス管理およびテクノロジ対応ソリューションの使用に関連するビジネス・プロセ
スの変革を促進します。
クラウドの導入により、組織がビジネス・アジリティを改善し、革新的なソリューションを促
進することが可能になります。EPM CoEはクラウド・イニシアチブを監督し、投資を保護お
よび維持し、効果的な使用を促進するのに役立ちます。
EPM CoEチーム:

• クラウドの導入を確実にし、組織が Oracle Fusion Cloud EPMの投資を最大限に活用する
ことを支援します

• ベスト・プラクティスの運営委員会として機能します
• EPM関連の変更管理イニシアチブをリードし、変革を促進します
すでに EPMを実装済の顧客を含めて、すべての顧客が EPM CoEからメリットを得られます。
どのように始めたらよいですか。
クリックして、EPM CoEのベスト・プラクティス、ガイダンスおよび戦略を取得します: EPM
センター・オブ・エクセレンスの概要。
さらに学ぶ
• クラウド・カスタマ・コネクトWebセミナーを見る: Cloud EPMのセンター・オブ・エク
セレンス(CoE)の作成および実行

• ビデオを見る: 概要: EPMセンター・オブ・エクセレンスおよびセンター・オブ・エクセレ
ンスの作成。

• EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行の EPM CoEのビジネス上の利点と
価値提案の確認。
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2
概要

このガイドは Oracle Smart View for Office (Macおよびブラウザ)のデプロイおよび管理方法に
ついて説明しています。これは、Smart Viewを監督する Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementおよび Oracle Essbaseサービス管理者および Microsoft Office 365
の管理責任者を対象としています。
Macおよびブラウザ用の Smart Viewアドインを使用すると、Office 365ユーザーは、ブラウ
ザ・ベースのバージョンの Excel 365または Excel 365 for Macで Smart View機能を利用でき
ます。
Macおよびブラウザ用の Smart Viewアドインを使用するには、最初にマニフェスト・ファイ
ルを作成します。Smart Viewには、このマニフェスト・ファイルをすばやく作成するのに役立
つユーティリティが用意されています。
マニフェスト・ファイルを Macまたはブラウザにサイドロードした後、テスト目的で Smart
Viewを実行できます。テスト後に、マニフェスト・ファイルを Office 365ユーザーにデプロイ
できます。
このドキュメントの手順では、次の方法について説明します:

• Macおよびブラウザで Excel 365用の Smart Viewアドインのマニフェスト・ファイルを作
成する方法

• 初期の開発とテストのためにアドインを Macまたはブラウザにサイドロードする方法
• Microsoft社の「一元展開」ウィザードを使用して、Office 365ユーザーにアドインをデプ
ロイする方法
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3
前提条件

Oracle Smart View for Office (Macおよびブラウザ)を使用する前に、次の前提条件を考慮して
ください。
• Microsoft Office 365ライセンスでは、次のいずれかまたは両方を利用できます:

– Macの Excel 365

– Google Chromeの Excel 365

現在、Smart View (Macおよびブラウザ)は Chromeブラウザのみをサポートしていま
す。

• 接続先の環境に対する管理者権限があること
• Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management: Cloud EPM環境がリリース

19.02以上に更新されていること。

ノート:

アド・ホック操作用ネイティブ・モード: Oracle Smart View for Office (Macおよ
びブラウザ)では、サポートされている Cloud EPMアプリケーションでアド・ホ
ック操作用ネイティブ・モードをサポートしていません。ネイティブ・モードは
段階的に廃止されて標準モードになるため、拡張機能を提供する標準モードをす
べてのユーザーにお薦めします。
Smart View (Macおよびブラウザ)を効果的に活用するには、Cloud EPMアプリケ
ーションで、「Smart Viewアド・ホック動作」設定に「標準」モード・オプショ
ンを使用するように構成することをお薦めします。これにより、互換性が確保さ
れ、最新機能にアクセスできるようになります。

• Oracle Essbase:

– Essbase環境(Marketplace経由での Oracle Cloud Infrastructureの Essbase)がリリー
ス 21.5.2.0.1以上であること

– Essbaseスタックの作成時に Smart Viewサーバーのデプロイ・オプションが使用可能
になっていること(Oracle Cloud Infrastructureでの Essbaseスタックのデプロイメン
トのスタックの作成を参照)

ノート:

Smart Viewは新しい Essbaseデプロイメントにのみデプロイできます。以
前のリリースからアップグレードする場合は、Smart View (Macおよびブラ
ウザ)をデプロイするオプションはありません。

• テスト環境にアクセスできます。
• 組織に Office 365ユーザーがプロビジョニングされていること
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4
マニフェスト・ファイルの作成

Office 365は、Oracle Smart View for Office (Macおよびブラウザ)マニフェスト・ファイルを使
用して、ユーザーが Macまたはブラウザで Smart Viewにアクセスできるようにします。
Related Topics

• マニフェスト・ファイルについて
Office 365は、Oracle Smart View for Office (Macおよびブラウザ)マニフェスト・ファイル
を使用して、ユーザーが Macまたはブラウザで Smart Viewにアクセスできるようにしま
す。

• マニフェスト・ファイルの作成および保存
Office 365は、Oracle Smart View for Office (Macおよびブラウザ)マニフェスト・ファイル
を使用して、ユーザーが Macまたはブラウザで Smart Viewにアクセスできるようにしま
す。

• 複数ログイン・ドメインの操作
ユーザーが複数のアプリケーション・ドメインにアクセスして Oracle Smart View for
Office (Macおよびブラウザ)を操作する場合、サービス管理者は必要なすべてのドメイン
URLをマニフェスト・ファイルに追加する必要があります。

• Smart Viewのリボン・タブ名の変更
「マニフェスト・ファイルの作成」ページの「アドイン名」は、Oracle Smart View for Office
(Macおよびブラウザ)インタフェースに表示されるリボン・タブ名であり、Excelから
Smart Viewアドインをダウンロードするときに表示されるリボン・タブ名です。

• 右クリック・メニューへのコマンドの追加
右クリック・メニューは、選択したセルのコンテキスト内でよく使用するメニュー・アイ
テムにアクセスするための便利な方法です。

• ローカライズ・バージョンの Smart View (Macおよびブラウザ)の指定
Oracle Smart View for Office (Macおよびブラウザ)は、ローカライズ・バージョンのユーザ
ー・インタフェースをサポートします。

• 関数サポートと関数ビルダーの有効化
Oracle Smart View for Office (Macおよびブラウザ)での作業中に、関数のサポートを有効に
し、関数ビルダーへのアクセスを有効にできます。

• Smart View (Macおよびブラウザ)での拡張機能の有効化
マニフェスト・ファイルを作成するときに、ユーザーの拡張機能を有効にできます。

マニフェスト・ファイルについて
Office 365は、Oracle Smart View for Office (Macおよびブラウザ)マニフェスト・ファイルを使
用して、ユーザーが Macまたはブラウザで Smart Viewにアクセスできるようにします。
使いやすい「マニフェスト・ファイルの作成」ページを使用して、Smart View (Macおよびブ
ラウザ)のテストとデプロイメントをすぐに開始できます。
「マニフェスト・ファイルの作成」ページでは、次の情報および機能を指定または有効化できま
す:
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• ドメイン情報—複数のログイン・ドメインを使用して環境を設定する場合に重要な情報で
す(複数ログイン・ドメインの操作を参照)

デフォルトのログイン・ドメインに加えて、2つのドメイン URLが、アプリケーション・
ドメインのログイン検証をサポートするために含まれています。これは次のとおりです:

– https://login.oci.oraclecloud.com
– https://consent.truste.com
これらのデフォルト URLは、削除しないでください。

• Smart Viewのリボン・タブ名—デフォルトの名前「Smart View」を使用するか、ユーザー
要件にあわせて名前をカスタマイズできます。

• Smart View関数のサポート
• コンテキスト・メニュー用の Smart Viewリボン・コマンド
• 追加の言語サポート
• 使用可能な拡張機能のサポート
「マニフェスト・ファイルの作成」ページ内のアイテムを指定および有効化した後、ファイルを
保存して、テスト用にサイドロードし、ユーザーに対してデプロイします。
図 1は、「マニフェスト・ファイルの作成」ページの例です。

Figure 4-1    CreateManifest.htmlページの例

Chapter 4
マニフェスト・ファイルについて
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マニフェスト・ファイルの作成および保存
Office 365は、Oracle Smart View for Office (Macおよびブラウザ)マニフェスト・ファイルを使
用して、ユーザーが Macまたはブラウザで Smart Viewにアクセスできるようにします。
マニフェスト・ファイルを作成するには:

1. ローカル・ドライブに、マニフェスト・ファイルを保存するためのフォルダを作成します。
2. クラウド環境にログインします。例:

• Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementの Planningのサービス管
理者の場合、Planning環境にログインします。

• Oracle Essbase管理者の場合、Essbase環境にログインします。
3. ログインした後、ビジネス・プロセスの URLを次のように手動で変更して「マニフェス
ト・ファイルの作成」ページ(CreateManifest.html)に移動します:

Cloud EPM環境の場合:

https://serviceURL/HyperionPlanning/CreateManifest.html
Essbase環境の場合:

https://serviceURL/essbase/sv/CreateManifest.html

Note:

ブラウザの言語が英語以外の Smart Viewユーザー・インタフェースでサポート
されている 27の言語のいずれかに設定されている場合は、「マニフェスト・ファ
イルの作成」ページがそのローカライズされた言語で表示されます。詳細は、ロ
ーカライズ・バージョンの Smart View (Macおよびブラウザ)の指定を参照してく
ださい。

「マニフェスト・ファイルの作成」ページの例は、マニフェスト・ファイルについての図 1
を参照してください。

4. 必要な URLを「ドメイン URL」に入力し、「追加」ボタン をクリックします。
次のシナリオで、アプリケーション・ログイン・ドメイン URLを追加します:

• OCI以外の環境で複数のアプリケーション・ログイン・ドメインを使用しています
このシナリオでは、ドメイン URLに次の形式を使用します:

https://login.<domainURL>.oraclecloud.com

この例では、これらの URLは、「アプリケーション・ドメイン」リスト内に表示され
ます: デフォルト・ログイン URL (<domainURL_default>)と検証 URLは、リストの最
上部に表示され、追加のログイン URL (<domainURL_2>)は、リストの末尾に追加され
ます:

 

Chapter 4
マニフェスト・ファイルの作成および保存
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• Oracle Identity Cloud Service (IDCS)を使用して OCI環境に入ります
次は、OCI環境内のドメイン URL形式の例です
https://login.<domainURL>.oci.oraclecloud.com

URLの形式は異なる可能性があります。
IDCS URLを「ドメイン URL」フィールドに次の形式で追加する必要もあります:

https://idcs-<instanceID>.identity.oraclecloud.com

次の例では、「アプリケーション・ドメイン」リストの表示部分に次の URLが含まれ
ています: 表示リスト(デフォルトのログイン URLとデフォルトの https://
login.oci.oraclecloud.com URLは表示されません)の上部に証明書 URL (https://
consent.truste.com)が表示され、追加のログイン URL (<domainURL_2>と IDCS URL
(idcs-<instanceID>.identity.oraclecloud.com)がデフォルトの https://consent.truste.com
URLの下に表示されます:

 

 

URLが「アプリケーション・ドメイン」リストに追加されます。
デフォルトでは、「マニフェスト・ファイルの作成」ページのアクセス元のドメイン URL
は、マニフェスト・ファイルについてに記述されたように、アプリケーション・ドメイン
のログイン検証に関連する 2つの追加の URLと一緒に「アプリケーション・ドメイン」に
すでに追加されています。

Chapter 4
マニフェスト・ファイルの作成および保存
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Note:

複数のログイン・ドメインの詳細は、複数ログイン・ドメインの操作を参照して
ください。

Tip:

ドメイン URLを正しい構文で指定するは、適切なクラウド・サービスにログイン
して URLをコピーし、その URLを「ドメイン URL」フィールドに貼り付けて
「追加」をクリックします。

環境で使用されるすべてのログイン・ドメインを追加する必要があります。Smart Viewア
ドインのサイドロード中またはデプロイ後に、マニフェスト・ファイルに定義されていな
いドメイン(URL)にアクセスすると、Excelは、この URLをブラウザで起動し、ロードは
失敗となります。これは、そのドメインをマニフェストに追加し、マニフェスト・ファイ
ルを再生成し、サイドロードまたは再デプロイする必要があることを示しています。

5. マニフェスト・ファイルを要件にあわせて次の方法でカスタマイズします。
• Smart Viewのリボン・タブ名を変更します(Smart Viewのリボン・タブ名の変更を参
照)

• 右クリック・コンテキスト・メニューにコマンドを追加します(右クリック・メニュー
へのコマンドの追加を参照)

• 追加言語を選択します(ローカライズ・バージョンの Smart View (Macおよびブラウザ)
の指定を参照)

• 関数のサポートを有効にします(関数サポートと関数ビルダーの有効化を参照)

• Smart Viewで拡張機能を有効にします(Smart View (Macおよびブラウザ)での拡張機
能の有効化を参照)

また、必要に応じて、次のトピックも参照してください:

• 複数マニフェストのシナリオで使用できるように、マニフェスト・ファイルの一意の
IDを生成します(複数のマニフェスト・ファイルの操作を参照)

• 既存のマニフェスト・ファイルを再利用します(以前に保存したマニフェスト・ファイ
ルの再利用を参照)

6. マニフェストに対する変更をレビューして完成させ、「マニフェストの作成」をクリックし
ます。
プロンプトで、マニフェスト・ファイルの名前を入力し、保存する場所を選択します。

Note:

マニフェスト・ファイル名にはスペースを使用しないでください。

デフォルトでは、マニフェスト・ファイルは、ブラウザのダウンロード場所として指定し
た場所に保存されます。通常は Downloadsフォルダです。

Chapter 4
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7. 作成したマニフェスト・ファイルを Downloadsから、マニフェスト・ファイルを保存する
ために事前に作成したフォルダに移動します。

8. サイドロードとログインでデプロイメント前のテストを実施し、Office 365ユーザーへの
マニフェスト・ファイルのデプロイでデプロイメント・プロセスを完了させます。

複数ログイン・ドメインの操作
ユーザーが複数のアプリケーション・ドメインにアクセスして Oracle Smart View for Office
(Macおよびブラウザ)を操作する場合、サービス管理者は必要なすべてのドメイン URLをマニ
フェスト・ファイルに追加する必要があります。
Macまたはブラウザ内の Excelに使用される Smart Viewユーザー・インタフェースの情報に
加え(マニフェスト・ファイルについてを参照)、マニフェスト・ファイルでは、ユーザーがア
クセスするアプリケーション・ドメインに関する情報を「ドメイン URL」および「アプリケー
ション・ドメイン」フィールドを使用して指定します:

• ドメイン URL—複数のログイン・ドメインが構成されている場合に、ログイン・ドメイン
URLを追加するのに使用します。追加したログイン・ドメインは、「アプリケーション・ド
メイン」にリストされます。

• アプリケーション・ドメイン—「サーバー URL」のエントリから導出されたデフォルトの
ログイン・ドメイン URLがリストされます。環境で複数のログイン・ドメインを使用して
いる場合は、「ドメイン URL」に追加した追加のドメインがリストされます。
デフォルトのログイン・ドメインに加えて、2つのドメイン URLが、アプリケーション・
ドメインのログイン検証をサポートするために含まれています。これは次のとおりです:

– https://login.oci.oraclecloud.com
– https://consent.truste.com

図 1は、「マニフェスト・ファイルの作成」ページの「ドメイン URL」と「アプリケーション・
ドメイン」フィールドが含まれている部分を示しています。

Figure 4-2    「マニフェスト・ファイルの作成」ページの「ドメイン URL」および「アプリケ
ーション・ドメイン」フィールド
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「サーバー URL」フィールドには、「マニフェスト・ファイルの作成」ページにアクセスしたと
きにログインしたサーバーの URLが表示されます。このフィールドは読取り専用です。図 1
の例は、一般的な URL構文を示しています。
追加のアプリケーション・ログイン URL情報を「ドメイン URL」フィールドに入力します(マ
ニフェスト・ファイルの作成および保存の 4を参照)。
Oracle Identity Cloud Service (IDCS)を使用して OCI環境に入った場合は、IDCS URLをドメイ
ン URLとして追加します。たとえば、URLを次の形式で追加できます:

https://idcs-<instanceID>.identity.oraclecloud.com

URLの形式は異なる可能性があります。

Note:

「アプリケーション・ドメイン」にドメイン URLがリストされていない場合、ブラウ
ザ・セッションの起動時に不明なドメイン・エラーが発生し、Smart Viewのサイン
インは失敗します。

追加したアプリケーション・ドメイン URLおよび IDCS URL (該当する場合)は、図 2および図
3の例のように、「アプリケーション・ドメイン」フィールドに表示されます。

Figure 4-3    追加のドメイン URLが表示された「アプリケーション・ドメイン」フィールド
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Figure 4-4    追加のドメイン URLおよび IDCS URLが表示された OCI環境の「アプリケーシ
ョン・ドメイン」フィールド

マニフェスト・ファイルに必要なアイデンティティ・ドメイン URLと Oracle Cloud EPM URL
を取得するには、アイデンティティ・ドメイン管理者またはサービス管理者にお問い合せくだ
さい。
ドメイン管理者とアイデンティティ・ドメイン管理者: Oracle Cloudコンソールの IAMインタ
フェースからアイデンティティ・ドメイン情報にアクセスします。

Smart Viewのリボン・タブ名の変更
「マニフェスト・ファイルの作成」ページの「アドイン名」は、Oracle Smart View for Office
(Macおよびブラウザ)インタフェースに表示されるリボン・タブ名であり、Excelから Smart
Viewアドインをダウンロードするときに表示されるリボン・タブ名です。
マニフェスト・ファイルの作成時に、リボン・タブの名前を変更できます。これは、複数のビ
ジネス・プロセス(例: Planningや Tax Reporting)用のデプロイメントを操作する際に役立ちま
す。この場合、各デプロイメントに対してリボン名を指定できます。たとえば、Planningには
Smart View Planningを指定し、Tax Reportingには Smart View Taxを指定します。これによ
り、ユーザーが Excelを Macまたはブラウザ内で起動したときに、「Smart View Planning」
および「Smart View Consolidation」という名前のリボン・タブが表示されます。

Note:

• デフォルトのリボン・タブ名は「Smart View」です。
• 名前は 24文字以内にする必要があります。

リボン・タブ名にデフォルト以外の名前を指定する場合は、「マニフェスト・ファイルの作成」
ページの「アドイン名」フィールドに、Macまたはブラウザの Office 365アプリケーションの
「Smart View」に表示するリボン・タブ名を入力します。
これは、Excelで「挿入」、「アドイン」の順にコマンドを使用して Oracle Smart View for Office
アドインをダウンロードするときに表示される名前でもあります。
次の例の「アドイン名」フィールドでは、デフォルトのリボン名「Smart View」に「Planning」
が追加されているため、リボン名およびアドイン名は「Smart View Planning」と表示されま
す。

Chapter 4
Smart Viewのリボン・タブ名の変更

4-8

https://www.oracle.com/cloud/sign-in.html


 

 

右クリック・メニューへのコマンドの追加
右クリック・メニューは、選択したセルのコンテキスト内でよく使用するメニュー・アイテム
にアクセスするための便利な方法です。
マニフェスト・ファイルを編集し、再デプロイまたは再サイドロードすることで、右クリック・
メニューのアイテムに対してコマンドを追加および削除できます。

Note:

「コンテキスト・メニュー」ボタンおよび選択したメニュー・アイテムは、右クリッ
ク・メニューにのみ適用されます。
Cloud EPMのみ: 右クリック・コンテキスト・メニューのオプションは、プロバイダ
のリボンの「コンテキスト・メニュー」ボタンで使用できるオプションとは異なりま
す。プロバイダのリボンの「コンテキスト・メニュー」ボタンで選択できるオプショ
ンは、サービス管理者およびフォーム・デザイナによって決定され、現在開いている
フォームに定義されているビジネス・ルールまたはアクション・メニュー・アイテム
で構成されます。

コマンドの追加
右クリック・メニューにコマンドを追加するには:

1. 「マニフェスト・ファイルの作成」ページで、「コンテキスト・メニュー」ボタンをクリッ
クします。

2. コンテキスト・メニューのアイテムの選択ダイアログで、右クリック・メニューに追加す
るメニュー・アイテムの横にあるチェック・ボックスを選択します。
最下位レベルのコマンド名のみを選択します。グループ名は選択できません。選択した
後、「OK」ボタンをクリックします。
右クリック・メニューに選択したアイテムは、コンテキスト・メニューのアイテムの選択
ダイアログに、下線付きの赤い斜体のテキストで表示されます。
次の例では、「ズーム・イン」および「ズーム・アウト」の両方の「次のレベル」コマンド
が、「ピボット」、「POVにピボット」、「選択項目のみ保持」および「選択項目のみ削除」
とともに右クリック・メニューに追加されていることがわかります:
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3. 「OK」をクリックしてダイアログを閉じ、「マニフェスト・ファイルの作成」ページに戻り
ます。
次に示しているのは、前のステップで構成されたコンテキスト・メニューの例です。コン
テキスト・メニューでメニュー・オプション名が繰り返されていることに注意してくださ
い:

Figure 4-5    右クリック・コンテキスト・メニューの例
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コマンドの削除
右クリック・メニューからコマンドを削除するには:

1. 「マニフェスト・ファイルの作成」ページで、「コンテキスト・メニュー」ボタンをクリッ
クします。

2. 「コンテキスト・メニューに対するアイテムの選択」ダイアログで、リストでアイテムを探
し(アイテムの横にあるチェック・ボックスが選択されていいます)、チェック・ボックスを
クリアします。

3. 「OK」をクリックしてダイアログを閉じ、「マニフェスト・ファイルの作成」ページに戻り
ます。

ローカライズ・バージョンの Smart View (Macおよびブ
ラウザ)の指定

Oracle Smart View for Office (Macおよびブラウザ)は、ローカライズ・バージョンのユーザー・
インタフェースをサポートします。
サポートされている言語は次のとおりです: アラビア語、チェコ語、デンマーク語、ドイツ語、
ギリシャ語、英語、スペイン語、フィンランド語、フランス語、フランス語(カナダ)、ヘブラ
イ語、ハンガリー語、イタリア語、日本語、韓国語、オランダ語、ノルウェー語、ポーランド
語、ポルトガル語、ポルトガル語(ブラジル)、ルーマニア語、ロシア語、スロバキア語、スウ
ェーデン語、タイ語、トルコ語、簡体字中国語、繁体字中国語。
ローカライズ・バージョンの Smart View (Macおよびブラウザ)では、英語以外のエクスペリエ
ンスが向上しており、必要に応じて希望の言語に切り替えて Smart Viewユーザー・インタフ
ェースを操作できます。
• 管理者向けの情報
• ユーザー向けの情報
管理者向けの情報
マニフェスト・ファイル作成ページ(CreateManifest.html)もローカライズされており、ブラウ
ザの言語が Smart Viewでサポートされている言語のいずれかに設定されている場合は、その
言語で使用できます。
ローカライズ・バージョンの Smart View (Macおよびブラウザ)をデプロイメントに含めるに
は、「マニフェスト・ファイルの作成」ページで、「サポートされている言語」の下のチェック・
ボックスを使用して、デプロイメントに含める言語を最大で 10個選択します:
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Note:

• マニフェスト・ファイルごとに許可される言語は 10に制限されています。「サポ
ートされている言語」で 10を超える言語を選択すると、警告メッセージが表示
されます。10を超える言語を必要とする場合は、その他必要な言語を含めた別の
マニフェスト・ファイルを作成し、追加の一元的なデプロイメントを実行する必
要があります。詳細は、複数のマニフェスト・ファイルの操作を参照してくださ
い。

• 「サポートされている言語」オプションでは、次の点に注意してください:

– マニフェスト・ファイルのサイドロードのみを予定している場合でも、10言
語までの制限が適用されます。

– 英語以外の環境やロケールであっても、常に英語がデフォルトで選択されま
す。

デプロイすると、Smart Viewユーザーは、サポートされているローカライズされたすべての言
語を選択できるようになります。
ユーザー向けの情報
Macでは、Macシステムのロケールを変更してローカライズ・バージョンの Smart View (Mac
およびブラウザ)を使用します。Chromeブラウザでは、Office 365の言語プリファレンスを変
更します。サポートされている言語への変更はいつでも実行できます。たとえば、ユーザーは
英語からフランス語に変更し、後でフランス語から簡体字中国語に変更できます。インタフェ
ース言語の変更に制限はありません。
ローカライズ・バージョンの Smart View (Macおよびブラウザ):を使用するには
• Macでは、Macシステムの言語バージョンを変更します。指示については、Macの言語を
変更するを参照してください。
Macシステムで言語を変更する場合、変更は即時行われます。

• Windows 10では、ブラウザ・バージョンの Office 365で言語表示プリファレンスを変更し
ます。指示については、Microsoft 365 for Business で表示言語とタイム ゾーンを変更する
を参照してください。
Windows版の Office 365で言語を変更する場合、変更が有効になるまで 20分以上見込ん
でください。

関数サポートと関数ビルダーの有効化
Oracle Smart View for Office (Macおよびブラウザ)での作業中に、関数のサポートを有効にし、
関数ビルダーへのアクセスを有効にできます。
関数のサポートと関数ビルダーへのアクセスを有効にするには、マニフェスト・ファイルを作
成または編集するときに、「マニフェスト・ファイルの作成」ページの「組込み関数のサポー
ト」チェック・ボックスを選択します。
次に示しているのは、「組込み関数のサポート」チェック・ボックスの例です。
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このチェック・ボックスを選択すると、ユーザーは次のことができます:

• サポートされている関数をワークシートに手動で追加または編集します。
• 関数ビルダー・インタフェースにアクセスして、ウィザードを使用して関数を作成します。
デプロイした後は、Smart Viewのリボンから関数ビルダーにアクセスできます。「編集」
グループで、「関数」、「関数の構築」の順に選択して関数ビルダーを起動します。

Note:

「組込み関数のサポート」チェック・ボックスは、デフォルトでは無効になっていま
す。Smart Viewで関数を操作するには、マニフェスト・ファイルを作成または編集
するときに「組込み関数のサポート」チェック・ボックスを選択する必要がありま
す。

Smart View (Macおよびブラウザ)での拡張機能の有効
化

マニフェスト・ファイルを作成するときに、ユーザーの拡張機能を有効にできます。
これらの Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementの拡張機能が、「使用可能
な拡張機能」セクションの下にリストされています。
• EPM管理拡張機能
• EPMブック

Note:

Oracle Essbaseには使用可能な拡張機能がありません。

EPM管理拡張機能
Oracle Smart View for Office (Macおよびブラウザ)で EPM管理拡張機能を使用するには、
「EPM管理拡張機能」オプションを選択します。
管理拡張機能を使用すると、ディメンション管理およびアプリケーション管理の機能にアクセ
スできます。「EPM管理拡張機能」チェック・ボックスを選択して、サービス管理者専用の別
個のカスタム・マニフェスト・ファイルをデプロイまたはサイドロードすることをお薦めしま
す。
EPMブック
Smart Viewで EPMブック機能を使用するには、「EPMブック」チェック・ボックスを選択し
ます。
Cloud EPMでは、ブックは単一の PDFまたは Excel出力として生成する 1つ以上のレポート、
ブックおよびその他のドキュメントのコレクションです。Smart View (Macおよびブラウザ)
の EPMブック拡張機能を使用すると、ブックを Microsoft Excelにインポートし、POV値を変
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更してリフレッシュすることで操作できます。Webアプリケーションから Excel形式でダウ
ンロードされたブックを開いて操作することもできます。
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5
複数のマニフェスト・ファイルの操作

複数のマニフェスト・ファイルをデプロイまたはサイドロードできます。
Related Topics

• 複数のマニフェストの使用
様々な目的で、複数のマニフェストのデプロイまたはサイドロードが必要になる場合があ
ります。

• 複数のマニフェストをデプロイまたはサイドロードするためのファイルの作成
複数のマニフェスト・ファイルのシナリオで使用するマニフェスト・ファイルを作成でき
ます。

• 複数のマニフェスト・ファイルのデプロイまたはサイドロード
複数のマニフェスト・ファイルをデプロイまたはサイドロードできます。

• 複数のマニフェスト・ファイルの操作のガイドライン
複数のマニフェスト・ファイルを操作する場合は、次のガイドラインを考慮してください。

複数のマニフェストの使用
様々な目的で、複数のマニフェストのデプロイまたはサイドロードが必要になる場合がありま
す。
例:

• Oracle Smart View for Office (Macおよびブラウザ)機能のサブセットをユーザーにデプロ
イすると同時に、テストしてからデプロイする予定の新機能が含まれているマニフェスト
をサイドロードする必要があります。

• Planningおよび Financial Consolidation and Closeのデータ・ソースに基づいたグリッド
が含まれている複数グリッド・シートを作成する必要があります。

• 10を超えるローカライズされた言語での Smart Viewインタフェースが必要とされていま
す。マニフェスト・ファイル当たり 10言語という制限があるため、言語を複数のマニフェ
スト・ファイルに分散させる必要があります。

複数のマニフェストをデプロイまたはサイドロードできます:

1. 同じビジネス・プロセスの同じクラウド・データ・ソースから
2. 異なるビジネス・プロセスの同じクラウド・データ・ソースから
3. 同じビジネス・プロセスの異なるクラウド・データ・ソースから
4. 異なるビジネス・プロセスの異なるクラウド・データ・ソースから
一般に、複数のマニフェスト・ファイルのデプロイメントまたはサイドローディングは、デプ
ロイメントまたはサイドローディングの手順を繰り返すのと同じくらい簡単です。ただし、前
述の番号 1と 3で示した同じビジネス・プロセスに基づいて複数のマニフェストを操作する場
合は、追加の手順が必要となり、マニフェストを区別するために XMLファイル内の<Id>要素を
再定義する必要があります。
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複数のマニフェストをデプロイまたはサイドロード
するためのファイルの作成

複数のマニフェスト・ファイルのシナリオで使用するマニフェスト・ファイルを作成できます。
マニフェスト・ファイルを作成するには:

1. 適切なクラウド・ビジネス・プロセスにログインして、各ビジネス・プロセスに必要なマ
ニフェストを作成または編集します。

Note:

複数のマニフェスト・ファイルを操作する場合は、デプロイまたはサイドロード
する予定の複数のファイルの 1つのみで関数のサポートを有効にできます。た
とえば、3つのマニフェスト・ファイルをデプロイする予定の場合、「組込み関数
のサポート」オプションは、3つのマニフェスト・ファイルの 1つのみで有効に
できます。

マニフェスト・ファイルの作成手順は、マニフェスト・ファイルの作成および保存を参照
してください。
複数のマニフェスト・ファイルのシナリオですでに使用したマニフェスト・ファイルを再
利用する場合は、以前に保存したマニフェスト・ファイルの再利用を参照してください。

2. 「アドイン名」フィールドに、作成する各マニフェスト・ファイルの Smart Viewリボンの
一意の名前を指定します。
アドイン名は、 Oracle Smart View for Office (Macおよびブラウザ)インタフェースに表示
されるリボン名です。
アドイン名は、Excelで「挿入」、「アドイン」の順にコマンドを使用して Smart Viewアド
インをダウンロードするときに表示される名前でもあります
次の例では、デフォルトのリボン名「Smart View」に「プランニング」が追加されている
ため、リボン名およびアドイン名は「Smart Viewプランニング」と表示されます。

Note:

名前は 24文字以内にする必要があります。

各リボンとアドインに一意の名前を付けて、それぞれの目的がわかるようにすることをお
薦めします。たとえば、Planningデータ・ソースと Tax Reportingデータ・ソースのマニ
フェストを作成する場合、Planningソースには Smart View Planning、Tax Reportingソー
スには Smart View Taxという名前を使用できます。
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3. すべてのアプリケーション・ログイン・ドメイン URLおよび、IDCSを使用して OCI環境
に入った場合は Oracle Identity Cloud Service (IDCS)の URLを追加したことを確認します
(マニフェスト・ファイルの作成および保存の 4を参照)。
追加情報は、複数ログイン・ドメインの操作を参照してください。

4. 複数のマニフェストの使用の番号 1と 3で示したような、同じビジネス・プロセスに対し
て複数のマニフェストを作成する予定がある場合は、ステップ 5に進みます。
作成する予定の各マニフェストが複数のマニフェストの使用の番号 2と 4で示したよう
な、異なるビジネス・プロセスに対するものである場合は、ステップ 6に進みます。

5. 「マニフェスト・ファイルの作成」ページで、 をクリックしてマニフェスト・ファイル
の新しい GUIDを生成します。

Note:

「ID」フィールドの GUIDは手動で編集しないでください。新しい GUIDを生成す
るには、常に一意の新規 GUIDの生成ボタン をクリックしてください。この
フィールドを手動で編集すると、マニフェストが無効になる可能性があります。

マニフェスト・ファイルの新しい GUIDが「ID」フィールドに表示されます。
次に示しているのは、「ID」フィールドとその「アドイン GUIDに対して一意の新規 IDを
生成します」ボタン です:

6. 複数のマニフェスト・ファイルのデプロイまたはサイドロードに進みます。

複数のマニフェスト・ファイルのデプロイまたはサイ
ドロード

複数のマニフェスト・ファイルをデプロイまたはサイドロードできます。
複数のマニフェスト・ファイルをデプロイまたはサイドロードするには:

1. 複数のマニフェストをデプロイまたはサイドロードするためのファイルの作成の手順を完
了して、各ビジネス・プロセスに必要なマニフェスト・ファイルを準備します。

2. 作成した各マニフェスト・ファイルに対して、デプロイメントまたはサイドローディング
の手順を実行します。
または、必要なデプロイメントとサイドローディングを組み合せて実行します。たとえば、
デプロイメントを実行してからサイドローディングを実行、またはサイドローディングを
実行してからデプロイメントを実行します。
詳細は、次の各章を参照してください:

• Office 365ユーザーへのマニフェスト・ファイルのデプロイ
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• サイドロードとログイン

複数のマニフェスト・ファイルの操作のガイドライン
複数のマニフェスト・ファイルを操作する場合は、次のガイドラインを考慮してください。
• Macまたはブラウザのキャッシュをクリアすると、サイドロードされたアドインは削除さ
れますが、一元的にデプロイされたアドインは削除されません。Macまたは Macのブラウ
ザでキャッシュをクリアするたびに、アドインを再サイドロードする必要があります。た
だし、一元的なデプロイメントによってデプロイされたアドインは、キャッシュをクリア
した後でも自動的に表示されます。

• Macでサイドロードする場合は、Excel 365を起動するたびに、Smart Viewアドインを追
加する必要があります。

• 複数のグリッド・シートが含まれている、すでにデータが存在するワークシートを開くと、
キャッシュをクリアしたり再サイドロードすることなく、ワークシートのメタデータによ
って適切なリボンが自動的にロードされます。

• 「マニフェスト・ファイルの作成」ページの「ID」フィールドは、手動で編集しないでくだ
さい。新しい GUIDを生成するには、常に一意の新規 GUIDの生成ボタン をクリック
してください。このフィールドを手動で編集すると、マニフェストが無効になる可能性が
あります。
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6
以前に保存したマニフェスト・ファイルの再利用

マニフェストを再利用する場合は、元のマニフェストに定義されている他の複数の要素ととも
にアドイン IDを再利用します。また、元のマニフェストと一致させるために、他の要素を編集
または再作成する必要があります。
既存のマニフェスト・ファイルを再利用するには:

1. ビジネス・プロセス環境にログインします。例:

• Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementの Planningのサービス管
理者の場合、Planning環境にログインします。

• Oracle Essbase管理者の場合、Essbase環境にログインします。
2. ログインした後、ビジネス・プロセスの URLを次のように手動で変更して「マニフェス
ト・ファイルの作成」ページ(CreateManifest.html)に移動します:

Cloud EPM環境の場合:

https://serviceURL/HyperionPlanning/CreateManifest.html
Essbase環境の場合:

https://serviceURL/essbase/sv/CreateManifest.html
3. 「マニフェスト・ファイルの作成」ページで、「ID」フィールドの横にある「再使用するマ
ニフェスト・ファイルを選択します」 をクリックし、再利用するマニフェスト・ファ
イルを選択して「開く」をクリックします。
選択したマニフェスト・ファイルの IDが「ID」フィールドに表示されます。
次に示しているのは、デフォルトの「ID」フィールドと、その横にある「再使用するマニ
フェスト・ファイルを選択します」ボタン です。
 

 

Caution:

既存のマニフェスト・ファイルを再利用する場合は、 をクリックしないでく
ださい。

4. 「マニフェスト・ファイルの作成」ページで、次の要素が元の選択内容で再設定されます。
必要に応じて確認および編集できます:

6-1



• アプリケーション・ドメイン
• アドイン名
• 組込み関数のサポート

Note:

「サーバー URL」フィールドは編集できません。

5. 重要:「アドイン名」フィールドでは、元のマニフェスト・ファイルで使用したものと同じ
名前を使用することをお薦めします。
たとえば、以前に「アドイン名」フィールドで Smart View Planningを使用していた場合
は、「アドイン名」フィールドに Smart View Planningが入力されているようにします。

Note:

「アドイン名」フィールドへの入力は 24文字以内にする必要があります。

アドイン名は、Oracle Smart View for Officeインタフェースに表示されるリボン名です。
アドイン名は、Excelで「挿入」、「アドイン」の順にコマンドを使用して Smart Viewアド
インをダウンロードするときに表示される名前でもあります。
複数のマニフェスト・ファイルをデプロイする場合は、デプロイするマニフェストごとに
「アドイン名」フィールドに一意の名前を指定することをお薦めします。これにより、各ア
ドインとリボンの目的がわかるようになります。たとえば、Planningデータ・ソースと Tax
Reportingデータ・ソースのマニフェストを作成する場合、Planningソースには Smart
View Planning、Tax Reportingソースには Smart View Taxという名前を使用できます。
詳細は、複数のマニフェスト・ファイルの操作を参照してください。

6. 「組込み関数のサポート」チェック・ボックスが以前に選択されていた場合は、選択されて
いることを確認します。
詳細は、関数サポートと関数ビルダーの有効化を参照してください

7. 「コンテキスト・メニュー」をクリックし、必要な右クリック・コンテキスト・メニュー・
アイテムが選択されていることを確認します。
詳細は、右クリック・メニューへのコマンドの追加を参照してください

8. 使用可能な拡張機能で、必要な拡張機能が選択されていることを確認します。
詳細は、Smart View (Macおよびブラウザ)での拡張機能の有効化を参照してください

9. すべての更新を実施した後、「マニフェストの作成」ボタンをクリックします。
10. 作成したマニフェスト・ファイルを、マニフェスト・ファイルを格納するフォルダに移動
します。

Chapter 6
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11. オプション: 複数のマニフェスト・ファイルのデプロイでマニフェスト・ファイルを再利用
する場合は、各マニフェストに対して前述のステップを繰り返し、必要に応じてカスタマ
イズします。
複数のマニフェスト・ファイルのデプロイまたはサイドロードの詳細は、複数のマニフェ
スト・ファイルの操作を参照してください。
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7
サイドロードとログイン

次も参照:

• Mac: Excel 365のサイドロードとログイン
Macでのサイドロードは、Oracle Smart View for Office (Macおよびブラウザ)アドインを
より多くのユーザーにデプロイする前にテストする方法です。

• Chrome: サイドロードとログイン
ブラウザでのサイドロードは、Oracle Smart View for Office (Macおよびブラウザ)アドイン
をより多くのユーザーにデプロイする前にテストする方法です。

Mac: Excel 365のサイドロードとログイン
Macでのサイドロードは、Oracle Smart View for Office (Macおよびブラウザ)アドインをより
多くのユーザーにデプロイする前にテストする方法です。

ノート:

Excel 365を起動するたびに、Macの Excel 365でのサイドロードのステップを実行
して Smart Viewアドインを追加する必要があります。

次を参照してください。
• Macの Excel 365でのサイドロード
• Macの Excel 365での Smart Viewへのログイン
Macの Excel 365でのサイドロード
Macで実行されている Excel 365の場合は、マニフェスト・ファイルの作成および保存で作成
したマニフェスト・ファイルを使用して、Smart Viewアドインをサイドロードできます。

ノート:

マニフェスト・ファイルをサイドロードする前に、Officeのキャッシュをクリアする
必要があります。詳細は、Macでの OfficeおよびWebキャッシュのクリアを参照し
てください。

次の手順は、個人的なテストに使用します。Macの Excel 365でマニフェスト・ファイルをサ
イドロードするには:

1. マニフェスト・ファイルの作成および保存でに保存したマニフェスト・ファイルを次の場
所にコピーします:

/Users/<user>/Library/Containers/com.microsoft.Excel/Data/Documents/wef
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wefフォルダがこの場所に存在しない場合は、作成します。
2. Excel 365を起動します。
3. 「ホーム」タブを選択します。
4. 開発者向けアドインでアドインをクリックし、Smart Viewアドインを選択します。

 

 

Smart Viewのリボン・タブが Excelに表示されます。

ノート:

Macでサイドロードする場合は、Excel 365を起動するたびに、Smart Viewアド
インを追加する必要があります。

5. Macの Excel 365での Smart Viewへのログインに進みます。
6. オプション: 複数のマニフェスト・ファイルをサイドロードする場合は、サイドロードする
マニフェストごとに前述のステップを繰り返します。
複数のマニフェスト・ファイルをサイドロードする方法については、複数のマニフェスト・
ファイルの操作を参照してください。

Macの Excel 365での Smart Viewへのログイン
Macの Excel 365でのサイドロードのステップを完了し、Smart Viewアドインを Excel 365に
追加した後は、環境にログインできます。
環境にログインするには:

1. Smart Viewのリボンで、「ホーム」をクリックします。
「ホーム」パネルに、Oracle Cloudログイン・ダイアログが表示されます。

2. ログイン・ダイアログにユーザー名とパスワードを入力し、「サインイン」をクリックしま
す。
環境に接続されます。「ホーム」パネルに環境ライブラリ・フォルダとキューブが表示され
ます。
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Chrome: サイドロードとログイン
ブラウザでのサイドロードは、Oracle Smart View for Office (Macおよびブラウザ)アドインを
より多くのユーザーにデプロイする前にテストする方法です。
次を参照してください。
• Chromeでのサイドロード
• Chromeの Excel 365での Smart Viewへのログイン

ノート:

この項のステップは、Chromeで Smart Viewを有効にするためのものです。他のブ
ラウザのサポートと手順は将来の更新で提供されます。

Chromeでのサイドロード
この手順では、Smart Viewのリボンを Chromeブラウザで実行されている Excel 365にすばや
くサイドロードする方法を学習します。

ノート:

マニフェスト・ファイルをサイドロードする前に、ブラウザのキャッシュをクリアす
る必要があります。詳細は、Chromeブラウザのキャッシュのクリアを参照してくだ
さい。

この手順のステップは、以前に Smart Viewをデプロイしていないか、開始する前にブラウザ
のキャッシュをクリアしていることを前提としています。
Chromeでマニフェスト・ファイルをサイドロードするには:

1. Chromeを起動します。
2. テスト環境のWebアプリケーションにログインしてから、Office 365および Smart View
にログインします。
たとえば、「pbcspod」という環境にログインしてマニフェスト・ファイルを作成した場合
は、「pbcspod」で Planningを起動してログインします。

ノート:

Smart Viewにログインする前に、ブラウザでサービスを実行する必要がありま
す。

3. ブラウザで別のタブを開き、Office 365の資格証明を使用して portal.office.comにログイ
ンします。

4. 「Excel」をクリックし、新しい空白のワークブックを作成します。
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5. 「ホーム」リボンに移動し、「アドイン」セクションで「その他のアドイン」をクリックし
ます。

6. 「Officeアドイン」ダイアログで「個人用アドイン」を選択し、個人用アドインのアップロ
ードを選択します。

7. マニフェスト・ファイルの作成および保存で作成したマニフェスト・ファイルの場所を参
照します。

8. 作成したマニフェスト XMLファイルを選択し、「アップロード」をクリックします。
Smart Viewのリボンのタブが表示されます。ステップ 2で環境にログインしているため、
Smart Viewリボンの「ホーム」をクリックすると、「Smart Viewホーム」パネルに使用環
境のライブラリ・フォルダとキューブも表示されます。

9. オプション: 複数のマニフェスト・ファイルをサイドロードする場合は、サイドロードする
マニフェストごとに前述のステップを繰り返します。
複数のマニフェスト・ファイルをサイドロードする方法については、複数のマニフェスト・
ファイルの操作を参照してください。

Chromeの Excel 365での Smart Viewへのログイン
Smart Viewアドインをサイドロードした直後にログインを続行する場合は、Oracle Essbase
または Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementサービス(Planningなど)に
すでにログインしている必要があります。
以前のセッションで Smart Viewアドインをサイドロードし、Cloud EPMクラウド・サービス
にまだログインしていない場合は、次の手順を実行して Office 365、Cloud EPMサービスおよ
び Smart Viewにログインします。
1. Chromeで、テスト環境のWebアプリケーションにログインしてから、Office 365および

Smart Viewにログインします。
たとえば、pbcspodという環境にログインしてマニフェスト・ファイルを作成した場合は、
pbcspodで Planningを起動してログインします。

ノート:

Smart Viewにログインする前に、ブラウザでサービスが稼働している必要があり
ます。

2. ブラウザで別のタブを開き、Office 365の資格証明を使用して portal.office.comにログイ
ンします。

3. 「Excel」をクリックし、新しい空白のワークブックを作成します。
4. 「ホーム」リボンに移動し、「アドイン」セクションで「その他のアドイン」をクリックし
ます。

5. 「Officeアドイン」ダイアログで「個人用アドイン」を選択し、個人用アドインのアップロ
ードを選択します。

6. マニフェスト・ファイルの作成および保存で作成したマニフェスト・ファイルの場所を参
照します。

7. 作成したマニフェスト XMLファイルを選択し、「アップロード」をクリックします。
8. 「Smart View」リボンを選択します。
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9. 「ホーム」をクリックして「Smart Viewホーム」パネルを起動します。
すでに環境にログインしており、「ホーム」パネルに環境ライブラリ・フォルダとキューブ
が表示されているはずです。
「ホーム」パネルがグレー表示されている場合、これは一時的なバグです。次のステップを
実行します:

a. エラー・メッセージを確認します。つまり、パネルをタイムアウトさせて「再試行」
ボタンをクリックし、再度タイムアウトさせて「開始」ボタンをクリックします。
「ホーム」パネルがグレー表示ではなくなります。

b. 環境に対する資格証明を使用してログインします。
プロバイダの Webページがパネルに表示されます。

c. パネルを閉じます。
d. 「ホーム」ボタンを再度クリックします。
これで環境に接続され、環境のライブラリ・フォルダとキューブがパネルに表示され
ます。
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8
Office 365ユーザーへのマニフェスト・ファイルのデプロイ

マニフェスト・ファイルを作成したら、それを Office 365ユーザーにデプロイできます。
この章の手順は、マニフェスト・ファイルの作成および保存のステップを完了し、Office 365
ユーザーへのデプロイメントの開始準備が整っていることを前提としています。
重要:Oracle Smart View for Office (Macおよびブラウザ)アドインを Office 365ユーザーにデ
プロイする前に、独自のテストおよび開発タスクを実行するために、最初にアドインをサイド
ロードしておく必要があります。詳細は、次を参照してください:

• Chrome: サイドロードとログイン
• Mac: Excel 365のサイドロードとログイン

ノート:

マニフェスト・ファイルで「組込み関数のサポート」オプションが有効になっている
場合は、デプロイする前にキャッシュをクリアする必要があります。詳細は、Macで
の OfficeおよびWebキャッシュのクリアおよび Chromeブラウザのキャッシュのク
リアを参照してください。

Smart Viewを Office 365ユーザーにデプロイするには:

1. Office 365にログインし、「管理」リンクをクリックして、Microsoft 365管理センターにア
クセスします。
 

 

2. 左側のパネルで、「設定」、「サービスとアドイン」の順に移動します。
 

8-1



 

3. 「サービスとアドイン」ページで、「アドインの展開」をクリックします。
 

 

4. 「新しいアドイン」の「一元展開」ウィザードで、「次へ」をクリックします。
 

 

5. ウィザードの 2ページ目で、「このデバイスにマニフェスト ファイル(.xml)があります」を
選択して「参照」をクリックし、保存したマニフェスト・ファイルの場所に移動してファ
イルを選択し、「OK」、「次へ」の順にクリックします。
この例では、sv365_pbcs.xmlというローカルに保存されたマニフェスト・ファイルに移動
しました。
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6. Office 365の Smart Viewアドインへのアクセス権があるユーザーを指定し、「今すぐ展開
する」をクリックします。
Office 365のすべてのユーザー、すでに定義してあるグループの特定のユーザー、または
自分のみにデプロイすることを選択できます。
「特定のユーザーまたはグループ」を選択すると、ユーザーまたはグループの追加を支援す
る検索ボックスが表示されます。
 

 
この例のシナリオでは、「自分だけ」を選択します。
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「今すぐ展開する」をクリックすると、デプロイメントが処理されます。
デプロイメント・ウィザードのステップ 2に進みます。ステータス画面が表示されます:

 

 
デプロイメントが終了すると、デプロイメントのステップ 2に緑色のチェック・マークが
付きます。
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7. 「次」をクリックします。
これで、デプロイメントの最終ステップ(ステップ 3)になりました。前のステップで「自分
だけ」を選択しているため、デプロイメントにさらにユーザーを追加するオプションが表
示されます:

 

 
前のステップで「すべてのユーザー」または「特定のユーザーまたはグループ」を選択し
た場合は、次のような画面が表示され、Smart Viewアドイン・ユーザーに対する電子メー
ル通知のサンプルを確認するオプションが提供されます。
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8. 「閉じる」をクリックします。
(オプション)他のユーザーへのデプロイを選択した場合は、「メールのサンプルを入手」リ
ンクをクリックして、Office 365の新しい Oracle Smart View for Officeアドインを知らせ
る目的でユーザーに送信できる電子メール・テキストの提案を表示します。

9. オプション: 複数のマニフェスト・ファイルをデプロイする場合は、デプロイする各マニフ
ェストに対して前述のステップを繰り返します。
複数のマニフェスト・ファイルのデプロイの詳細は、複数のマニフェスト・ファイルの操
作を参照してください。

次回 Office 365にログインし、Macまたはブラウザで Excelを起動すると、Smart Viewのリボ
ンが表示されます。

第 8章

8-6



9
ヒントとトラブルシューティング

次も参照:

• ライブラリ・フォルダが「ホーム」パネルに表示されない(「ストレージのクリア」オプシ
ョン)

• Chromeでのポップアップ・ブロックの無効化
• Chromeブラウザのキャッシュのクリア
• Macでの OfficeおよびWebキャッシュのクリア
• タスク・リスト表示の問題
• Smart View (Macおよびブラウザ)のボタンに影響する Microsoft社による Office 365アド
イン・コマンドの変更

ライブラリ・フォルダが「ホーム」パネルに表示され
ない(「ストレージのクリア」オプション)

ログイン後、アプリケーションのライブラリ・フォルダが「ホーム」パネルに表示されないこ
とがあります。例:

 

 

ログイン後、アプリケーションのライブラリ・フォルダが「ホーム」パネルに表示されない場
合は、次の手順で Smart Viewキャッシュをクリアしてください:

1. Smart Viewのリボンで、「オプション」ボタンをクリックします:
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2. 「オプション」パネルの「設定」タブで、「ストレージのクリア」をクリックします。
 

 

3. Macまたはブラウザで Excel 365を終了してから再起動します。
Macの Excel 365で Smart Viewアドインをサイドロードした場合は、もう一度サイドロー
ドする必要があります。サイドロードとログインを参照してください。

4. Smart Viewのリボンを選択し、「ホーム」を選択します。
ライブラリ・フォルダが「ホーム」パネルにアプリケーション・キューブとともに表示さ
れます。
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Chromeでのポップアップ・ブロックの無効化
ドリルスルーを使用するには、環境の Chromeポップアップ・ブロックを無効にする必要があ
ります。
Chromeのポップアップ・ブロックを無効にするには:

1. ブラウザのツールバーで Chromeメニュー(3つのドットのアイコン )をクリックします。
2. 「設定」を選択します。
3. ページを下方にスクロールし、「詳細設定」をクリックして詳細設定を表示します。
4. 「プライバシーとセキュリティ」セクションで「サイトの設定」の をクリックします。
5. 「ポップアップとリダイレクト」セクションで をクリックします。
6. 「許可」の下で「追加」をクリックします。
「サイトの追加」ダイアログで、環境の URLを入力します。例:

https://<<your env name>>.oraclecloud.com
7. 「追加」をクリックします。

URLが「許可」のリストに表示されます。

Chromeブラウザのキャッシュのクリア
次の場合は、変更または更新されたマニフェスト・ファイルをサイドロードまたはデプロイす
る前に、ブラウザのキャッシュおよびWindowsの 2つのフォルダの内容をクリアします:

• 以前のセッションで Oracle Smart View for Office (Macおよびブラウザ)アドインをサイド
ロードしたことがある場合。

• マニフェスト・ファイルで「組込み関数のサポート」オプションが有効になっていて、次
のエラーが表示されないようにする場合:

There was an issue installing custom functions in this add-in. Please try to
install this add-in again. If this issue persists, please visit: https://aka.ms/
customfunctions-troubleshooting.

Chromeでキャッシュをクリアするには:

1. Chromeを起動します。
2. Chrome画面の右側にある Chromeメニュー(3つのドットのアイコン )をクリックしま
す。

3. 「その他のツール」、「閲覧履歴を消去」の順に選択します。
4. 「詳細設定」タブをクリックし、次のように選択します:

• 「期間」で、「全期間」を選択します
• 「パスワードとその他のログインデータ」の選択を解除し、それ以外のすべてのチェッ
ク・ボックス・アイテムを選択します
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5. 「データを削除」をクリックします。
6. Windowsファイル・エクスプローラで、次のタスクを実行します:

• 次のフォルダの内容をクリアします:

%LOCALAPPDATA%\Microsoft\Office\16.0\Wef\
• 次のフォルダの内容をクリアします(存在する場合):

%userprofile%
\AppData\Local\Packages\Microsoft.Win32WebViewHost_cw5n1h2txyew y\AC\

7. Chromeを再起動します。

Macでの Officeおよび Webキャッシュのクリア
次の場合は、Macで Excelの OfficeキャッシュおよびWebキャッシュをクリアします:

• 接続しているプロバイダが更新された場合(たとえば、月次更新プログラムが適用された
後)。

• 新規または変更されたマニフェスト・ファイルをサイドロードまたはデプロイする前。
• 以前に同じ Oracle Smart View for Office (Macおよびブラウザ)アドインを初期のセッショ
ンでサイドロードし、問題(ログインの問題など)が発生している場合。
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• マニフェスト・ファイルで「組込み関数のサポート」オプションが有効になっている場合。
Macで Excelの Officeキャッシュをクリアするには:

1. ファイルを手動で削除することで Officeキャッシュをクリアします:

a. すべての Officeアプリケーションを閉じます。
b. 次のフォルダの内容を削除します:

/Users/{your_name_on_the_device}/Library/Containers/
com.Microsoft.OsfWebHost/Data/
そのフォルダが Macに存在しない場合は、システムで次のフォルダの場所を調査し、
見つかった場合はその内容を削除します:

~/Library/Containers/com.microsoft.excel/Data/Library/Caches
~/Library/Containers/com.microsoft.excel/Data/Library/Application Support/
Microsoft/Office/16.0/Wef
com.microsoft.Office365ServiceV2/Data/Caches/
com.microsoft.Office365ServiceV2/
詳細は、Microsoftサポート・サイトの Officeキャッシュのクリアおよび Macでの
Officeキャッシュのクリアに関する項を参照してください。

2. マニフェスト・ファイルを再サイドロードまたは再デプロイし、Excelを起動して、Smart
Viewにログインします。
Mac: Excel 365のサイドロードとログインまたは Mac: Excel 365のサイドロードとログ
インを参照してください。

3. 「Webキャッシュのクリア」コマンドを使用して、Webキャッシュをクリアします:

a. Smart Viewのリボンで「ホーム」を選択します。
b. ログイン・ダイアログまたはホーム・パネルの右上隅にある「i」アイコンをクリック
して、「パーソナリティ」メニューを表示します。
 

 

c. パーソナリティ・メニューで「Webキャッシュのクリア」を選択します。
この例では、ログイン画面からパーソナリティ・メニューにアクセスしています:
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詳細は、Microsoftサポート・サイトの Officeキャッシュのクリアおよび Macでの
Officeキャッシュのクリアに関する項を参照してください。

4. Smart Viewで作業を続行します。

タスク・リスト表示の問題
「タスク・リスト」パネルにタスク・リストを表示するには、現在ログオンしているユーザーに
2つ以上のタスク・リストが割り当てられている必要があります。
現在ログオンしているユーザーに割り当てられているタスク・リストが 1つのみの場合は、次
のメッセージが「タスク・リスト」パネルに表示されます:

• Chrome:

"TypeError: e is not iterable Please close this panel"
• Mac:

"TypeError:undefined is not a function (near '...t of e...')Please close this
panel"

回避策: そのユーザー用のタスク・リストをもう 1つ作成します。

Smart View (Macおよびブラウザ)のボタンに影響する
Microsoft社による Office 365アドイン・コマンドの変更

Officeアドインのセキュリティを改善するため、Microsoft Office 365では、2022年 10月 30日
から ExecuteFunctionアドイン・コマンドが変更されました。Smart View for Office (Macおよ
びブラウザ)では、リボン・ボタンおよびメニューでこのコマンドを使用するため、一部のボタ
ンが 10月 30日から動作を停止する場合があります。たとえば、Smart Viewおよびプロバイ
ダのリボンの「元に戻す」、「やり直し」、「リフレッシュ」などのボタンです。この問題は、最
新の Smart View更新 22.11で解決されています。変更はサーバーの更新に制限されているた
め、この問題を解決するために新しいマニフェスト・ファイルを再度作成およびデプロイする
必要はありません。
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Microsoft社のお知らせの詳細は、 Announcing changes to Office Add-ins’ ExecuteFunction
commandsを参照してください。
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